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本邦の医療スタッフの間では2014年の厚生労働省
労働基準局の課長通知、2015年の曝露対策合同ガイ
ドライン発刊後、抗がん薬曝露対策に関心が集まって
います。しかし頭では分かっていても、病院全体で対
策を進めることはなかなかできないのが現状です。ス
タッフ全体に曝露の概念理解・浸透をすすめる困難性、
曝露調査や対策への出資の困難性等、原因は種々あ
ると考えられます。また薬剤師、看護師を中心としてエ
ビデンスは出されており、各領域で曝露対策に対する
検討は進められているものの、縦割りの体制のために
医療スタッフ全体で横断的に対策が進められないこと
も理由の一つでしょう。
当院では、以前から薬剤部と通院治療室が中心とな

り曝露対策を進めていましたが、2015年に抗がん薬曝
露のパイロット調査を行い、さらに2016年2月から2018
年3月までNHOネットワーク共同研究「多施設共同抗
がん薬曝露実態調査と医療従事者の安全確保のため
の「Hazardous Drugsの安全な取り扱い」の概念構築」
を当院が行うこととなりました。研究では医師・看護師・
薬剤師で対策チームを結成して、通院治療室と薬剤
部において3回曝露調査を行い、曝露対策が進むほ
ど曝露は軽減していく傾向を認めました。参加32施設
において曝露対策を進めると、スタッフの病院に対す
る忠誠心といったコミットメント意識の改善ができること
もわかりました。このように曝露対策チーム活動は、各
人の知識を有効に活用でき、病院全体で対策を進め

ていく原動力になることが確認できました。
愛媛県ではがん診療連携協議会参加病院において

多施設共同曝露調査をすすめることし、2018年4月と
11月の2回外来通院治療室・薬剤調剤室において、
2019年11月には病棟も加えた曝露調査を実施し、県
全体で曝露対策を進めています。これはとりもなおさ
ず労働環境整備に通じるとともに、PDCA(Plan→Do→
Check→Act)活動を展開できる課題の一つと考えられ
ます。近年は病院機能評価において曝露対策が
チェック項目に入って来ているようで、曝露対策は病
院にとって看過できない問題です。
どのように曝露対策を進めていくべきなのでしょうか。

対策のポイントは、曝露の現状調査を行う、可能なとこ
ろからチームで対策を立案・実施をする、曝露モニタリ
ングや教育の定期的な実施・継続をしていく、が3本柱
になると思います。各病院では、まず対策のための仲
間を作り、スタッフや患者さんを守り、病院の環境整備
になるのだと意識しながら前向きに着実に進み続ける
ことが重要でしょう。
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皆様は、小児がんの子供を持つお母さん（保護者）

に対して曝露対策に関する指導を行ったことがあるで

しょうか？もし、行ったことがあるとすれば、満足のいく

指導ができたと思いますか？困ったことはなかったで

すか？

がんの患者さんに対する指導は、その病気の重篤

性から難しいと感じる方が多いようですが、患者さんが

小児で、そのお母さんに対して指導する際は、さらに

難しいと感じる方が多いようです。ではどのような点が

異なり、どのような点に気をつけなければならないので

しょうか？

まず大きく異なるのは、患児のお母さんは自己の曝

露対策よりも子供の安全性や快適さを優先する方が

多いことです。私が小児医療センターで勤務するよう

になって感じたのは、保護者、特に患児のお母さんは、

「元気に産んであげられなかった」と患児に対して負

い目を感じていることが非常に多いということです。つ

まり、「自分はどうなっても良いから、最も良い治療を、

最も負担無く子供に受けさせたい・・・」という、自己犠

牲的精神で看護にあたるお母さんが多いのです。

しかしそれで良いのでしょうか？

小児がんは確かに深刻な病気ではありますが、医療

技術の進歩により完治を目指せる病気になりつつあり

ます。子供が完治したとしても、母親が曝露によりがん

を発症していたとしたら、その家庭にとって良かったと

言えるでしょうか？

完治に至らない場合でも、ある程度の長期予後が見

込める場合もあります。看護が必要な期間に、母親自

身が曝露による健康被害のため闘病生活が必要と

なっていたり、最悪、命を落としてしまっていたりした場

合、患児の看護だけでなく日常生活にも多くの問題が

生じてしまうのではないでしょうか？

つまり、小児がんにおける保護者の曝露対策は、そ

の後の生活を考えると非常に重要であるのに、保護

者本人が疎かにしがちになってしまうという問題を抱

えているのです。

では、どのような指導が有効なのでしょうか？

まず、自己犠牲精神が旺盛なお母さんに対しては、

自分の身を守ることが最終的には子供のためになるこ

と、つまり自己犠牲は決して子供のためにならないこと

を理解していただく指導が有効です。そのためには自

分が犠牲になって曝露しながら投薬するのではなく、

犠牲にならずに安全に投薬できる方法を考えてあげ

る必要があるのです。

例えば皆さんが危険な薬剤の代表として真っ先に考

えるシクロホスファミドについて考えてみましょう。小児

の領域ではがん以外でもネフローゼに対して内服薬と

して使用することがあります。しかしその使用方法は、

ほぼ注射用と変わらないバイアルに入った薬剤を溶

解、液剤として投薬する形になります。つまり、薬剤師

でも看護師でもない一般のお母さんが、慣れない経

口用シリンジや薬杯で測り採ることになり、液が漏れた

り垂れたりは日常茶飯事のようです。危ないと思いま

せんか？

そこで、埼玉県立小児医療センターでは、お母さん

達の危険性を最小限にするため、コストはかかります

埼玉県立小児医療センター
薬剤部 中山季昭

施設の取組紹介 ～第５回～

小児がん患者の母親（保護者）に
対する患者指導
（曝露対策の観点から）
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が、閉鎖式のシリンジに1回量ずつ充填する方法を採

用することでリスクを最小限に保つ努力をしています

（図）。もちろんこれだけで完璧ではありませんので、

お母さんにはリスクを説明し、自分のためではなくお

子さんのために曝露対策が必要と理解してもらうように

しています。

一方で、ごく稀に自分のお子さんに愛着がわかず、

子供のために自分がリスクを負うのは嫌と感じる保護

者もいるようです。そのような方には不安を煽りすぎな

い指導が必要となるのですが・・・。

いずれにしても、当、埼玉県立小児医療センターの

理念はFor the future, for the children（こどもたちの

未来は私たちの未来）、子供たちにも、お母さんたち

にも優しい服薬指導を心がけることを大切にしており

ます。

図 閉鎖式のシリンジに1回量ずつ充填する方法
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第12回日本がん薬剤学会（JSOPP）学術大会を、

2020年５月16日（土）に、神戸国際会議場（兵庫県神

戸市）において開催させていただくことになりました。

現在、実行委員の先生方のご尽力をいただきながら、

ご参加いただく皆様に魅力的なプログラムをご提供で

きるよう、鋭意準備を進めております。

がん薬物療法では、免疫チェックポイント阻害薬や

CAR-T細胞療法など、新たな薬理作用を有する薬剤

が登場しました。従来の細胞障害性抗がん薬や分子

標的薬による治療に加え、併用療法など治療はさらに

複雑化しています。また、ゲノム情報に基づく精緻な

治療選択が現実のものとなり、新たな治療戦略が開発

されています。

国民の半数ががんに罹患する時代で、社会全体で

がん医療に向き合う必要性がさらに高まり、地域包括

ケアシステムをもとにした連携が一層重要になってき

ました。一方、社会環境の変化に伴い、医療従事者

の業務とそのあり方も変化しつつあります。さらに高額

医薬品の登場によって、医療経営に与える薬剤費の

インパクトが高まりました。この様な背景から、外来が

ん薬物療法の一層の充実や、タスク・シェアリング、経

営的側面に関する議論も高まっています。

皆様の絶え間ないご尽力によって成長を遂げてきた

本学会は、理事の多くが若返りました。がん医療、そし

て本学会も新たな時代に向かっています。そこで本学

術大会では、がん薬剤学分野の発展と進歩への期待

を込めてメインテーマを「新たな時代へ、がん薬剤学

のチャレンジ」とさせていただきました。更なるチャレン

ジに向け、多様なプログラムを準備しております。

具体的には、抗がん薬の曝露対策、チームで安全

管理を進める上での薬剤師力の活かし方、バイオ医

薬品に対する理解、遺伝子診断に基づくがん医療、

QOLを重視したがん薬物療法などです。さらに、日本

医療薬学会との共催で、教育セミナー「がん薬物療法

認定申請のための薬学的介入の実際と症例サマリの

書き方」を実施します。特に今回は、地域連携を背景

とした免疫チェックポイント阻害薬による有害事象のマ

ネジメント、緩和ケアや経口抗がん薬の薬剤師外来の

症例もご提示いただき、地域包括ケアシステムのなか

で薬剤師に求められる役割の最先端事例についても

学べると楽しみにしています。

以上、開催に向け準備を進めております。港町・神

戸で未来に向けた活発な議論を深めていただくととも

に、神戸の魅力を満喫していただければと思います。

多くの皆様のご参加を心よりお待ち申し上げておりま

す。

第12回日本がん薬剤学会学術大会 大会長
神戸市立医療センター中央市民病院薬剤部
池末裕明

第12回日本がん薬剤学会学術大会の
開催にあたって

第12回JSOPP学術大会

詳細はこちら
https://www.jsopp12.org/
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第12回JSOPP学術大会開催

詳細はこちら
https://www.jsopp12.org/
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2019年10月11日（水）～13日（金）の３日間、イギリス

のロンドンにあるノボテルロンドンウエストで開催された、

ISOPP2019（学会長 Robert Duncombe先生：英国マ

ンチェスター クリスティNHS財団トラスト）に参加してき

ました。ISOPPはがん薬物療法に係る世界中の薬剤

師を中心とする医療従事者や関連企業が、より質の

高いがん治療、より安全ながん治療の実現を目指して

意見を交わす国際学会で、JSOPPの母体でもある学

会です。今回は、英国腫瘍学会（BOPA）がホストだっ

たこともあり、参加人数：約600名（54ヵ国） 前回の上

海開催の約300名に比べて大変、多くの先生方が集

まりました（写真１） 。

日本の参加者は、10名でした。

薬物療法の進化における個別化医療について、免

疫療法のトピックや、最新情報が提供され、各国の現

状や課題などについて議論されていました。また、各

国による経験やレベルの違いをどのように是正してい

けば良いかなども議論されていました。

日本からは、二人の先生がポスター発表をされまし

た（ポスター発表は、１５４題）。

★松山赤十字病院 橋本浩季先生

「Optimal selection method of closed system drug

transfer device according to facility conditions（施設

の状況に応じたクローズドシステムの薬剤移送装置の

最適な選択方法）」を発表されました。発表内容につ

いて、あのセシンク先生が熱心に質問されていました

（写真２ ）。

＊セシンク先生：抗がん剤の環境汚染の測定を手掛

けた先生

テルモ株式会社 中北香子

◆特集◆ ISOPP2019 参加報告◆

ISOPP2019
日時：2019年10月11日～13日
開催地：ロンドン

ISOPP2019 に参加してISOPP2019 に参加して

写真１ 開会式 写真２ 松山赤十字病院 橋本浩季先生とセシンク先生
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◆特集◆ ISOPP2019 参加報告◆

★東京医療センター 太田貴洋先生
「Clinical utility of the press through pack seal-type
adherence support tool for locally advanced rectal
cancer patients receiving capecitabine-based
chemoradiotherapy（貼付型服薬支援ツールの有用
性）」について発表されました（写真３）。

企業展示は、31社展示されていました。CSTDの展

示は、BD、エクアシールド、ICUメディカルなどが展示

していました。日本からは、岩田レーベルがポスター

でも発表された貼付型服薬支援ツールなどを展示さ

れていました。

初日の夜には、参加者の親睦を深めるために、テム

ズ川クルーズが開催されました。イギリスの素敵な夜

景、船内での楽しい会話やダンスを楽しみました。

セシンク先生とも楽しく会話しました（写真４-６）。

ISOPPに参加して、世界の薬剤師の先生方の関心

や課題を知ることができ、関連企業として、先生方に

世界単位での情報を提供し、安全ながん薬物療法の

進化の一助となれるようにしたいと、改めて気を引き締

めるきっかけとなりました。

写真３ 太田貴洋先生によるポスター発表

写真４ 懇親会のダンス

写真５ 船上よりロンドン橋をのぞむ

写真６ セシンク、橋本両先生と懇親会にて
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海外学会発表奨励金制度

日本がん薬剤学会では、会員の国際的な学術研究活動への積極的な参加を促し、

広く情報を共有する機会の創出を図ることを目的とし、International Society of 

Oncology Pharmacy Practitioners（以下、ISOPP）主催の海外で開催するシンポジウム

における発表者を応援します。

募集要項は詳細が決まり次第、ご案内いたします。

次回ISOPP2021は2021年3月にスペインで開催されます。

（参考）ISOPP2021詳細は下記URLよりご確認ください。
http://www.isopp.org/isopp-symposia/isopp-2021
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書籍紹介～第6回～

現在のがん化学療法は、殺細胞性抗がん薬に加え、

分子標的治療薬や免疫チェックポイント阻害薬など、

さまざまな作用機序の薬物が使用されるようになって

きました。異なる作用機序の薬剤を組み合わせたレジ

メンも次々と開発されています。一方で、多岐にわたる

副作用の発現や患者QOLの低下などにより治療中断

にもつながっています。

本書は、各抗がん薬の作用機序ごとに解り易く解説

されています。各作用機序の比較表で理解を深め、

抗がん薬の薬理・作用機序の知識を整理・理解するこ

とで、より安全で効果的な副作用対策、処方提案の助

けとなる図書と思います。

この患者に適した抗がん薬は何か？必要な副作用対

策はできているのか？など、レジメンの見直しや患者

ケアに役立つ一冊です。

監修：濱敏弘
編集：鈴木賢一、大橋養賢、内田まやこ、藤田行代志
単行本328ページ
出版社:じほう
言語: 日本語
ISBN: 978-4-8407-5227-5

ご紹介いただいた先生
石丸 博雅 聖路加国際病院 薬剤部 アシスタントマネジャー
日本医療薬学会認定がん専門薬剤師

整理して理解する抗がん薬
薬理・作用機序から理解する抗がん薬の使い方
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